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者として皆をリードし，超伝導リングサイクロトロン
という世界初のサイクロトロンを擁したRIBFを見事
に完成させたのです．まさに矢野さんの情熱，企画力，
用意周到性，先見性，マネジメント力，といった総合
力のたまものと言えます．
　矢野さんの加速器に関する造詣の深さは誰もが認め
るところです．第 1期のリングサイクロトロンを建設
するにあたってヨーロッパの先行する施設を視察して
回ったときの矢野さんの報告書などを読むと，各構成
機器・分野について実にポイントをとらえた議論をし
たことがよくわかります．矢野さんとの議論はとても
楽しく気がついてみたら何時間も経っていたというこ
とが度々ありました．加速器に関するいろいろなこと
が頭の中に絵となって描かれているらしく，複雑な装
置などでもよく白板にすらすらと図（ポンチ絵）を描
いて明解な説明をしていたものです．
　計画の途中で仕様の変更をしたり，必要に応じて新た
なものを導入したりすることはままあることですが，矢
野さんはそれがより良いものと判断すれば実にフレキシ
ブルに対応しました．最終段のリングサイクロトロンの
当初の設計を2つのリングサイクロトロンに分割したり，
ウランビームのエネルギーを数倍高めるためにもう一台
リングサイクロトロンを追加したり，超伝導リングサイ
クロトロンでは途中でコールドポール方式をウォーム
ポール方式に変更し，また巨大な磁気シールドを導入す
ることをしたりして，RIBFが現在の性能を発揮するこ
とを可能にしました．CGSを導入したこともしかりです．
　矢野さんは常 「々四六時中考えることが大切」と言っ
ておられます．「世界に冠絶する」RIBF を作るに際
して長い年月の間ずっと，まさにそのことを実践して
来られたのだと思います．

　矢野安重前理研仁科センター長が 2011 年の Gersh 
Budker 賞を受賞されました．これは矢野さんの「超
伝導リングサイクロトロンを擁する世界初のRIビー
ム施設RIBF の設計，建設，運用における革新性とリー
ダーシップ」に対して与えられたものです．Gersh 
Budker と言えば電子冷却法を最初に開発したりコラ
イダーを提案したりした大変著名なロシアの加速器物
理学者で，この賞はその名前を冠して「ヨーロッパ加
速器グループ」から与えられる賞です．心よりお祝い
申し上げます．なお，授賞式は 9月にスペインで開か
れた IPAC'11 の期間中に執り行われました．
　RIBF（理研RI ビームファクトリー）の加速器の建
設は時期的に，初段のリングサイクロトロンおよび入
射器の建設（以後第 1期と呼ぶ）と後段の 3台のリン
グサイクロトロンの建設（同第 2期）とに分けられま
す．およそ 30 年の長い年月をかけて作られた壮大な
多段式複合加速器です．矢野さんは第 1期のリングサ
イクロトロンの建設から参画され，セクター電磁石や
入射・取出し系の設計・製作，軌道解析をはじめ，建
屋の設計や全系の製作スケジューリングにいたるまで
建設に関わるすべてのことがらに中心的存在として携
わりました．そして当時世界に比肩する性能をもった
重イオンリングサイクロトロンの完成へと導いたわけ
ですが，驚くべきことにそれが完成して間もないうち
にもう第 2期の計画を公の場で発表しています．そし
て，第 1期の施設を運営して次々と成果をあげながら，
並行して第 2期計画のために着々と実績を築き上げて
いきます．たとえば，将来重イオンの大強度化が必須
ということで，8 GHz ECR イオン源を搭載したコッ
ククロフトに代えて 18 GHz ECRイオン源と可変周波
数RFQライナックの開発に着手し，完成させました．
そして，第 2期がスタートしてからは計画の最高責任
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